
令和 5 年度介護支援専門員研修兼更新研修 専門Ⅰ プログラム 

研修が長時間化するのを受け、島根県では一部の科目を e ラーニングで行います。4 月上旬の受講決定後、視聴できるか動作確認をしてください。 

1 研修日時 

 

 

 

 

※e ラーニング視聴期間は、各会場ともに約 5 週間です。 

2 研修内容 

〔ｅラーニング〕 

 ｅラーニングとは、自宅や職場のパソコン（推奨）・スマートフォン等インターネットを介して webサイト上の学習システムにログインし、 

動画を視聴して学習する方法です。そのため、ｅラーニングに必要となるインターネット環境やパソコン等を受講者自身で用意の上、申し込みを 
行っていただくことになります。 

 各自が所有するパソコン・スマートフォン等の操作方法や設定に関する質問についてはお受けできません。必ず購入先等にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

〔集合研修〕 

 集合研修とは、指定された日時・会場に受講者が集まって受講する方式です。 
ｅラーニング後に受講します。 
 

集合研修会場 

松江会場：くにびきメッセ 5階 501大会議室（松江市学園南 1-2-1） 
  浜田会場：いわみーる 4階 401研修室（浜田市野原町 1826-1） 

   ※それぞれの１日の講義・演習後には振り返りの時間を別途 30分設けます。 
 
 

会場 ｅラーニング 集合研修（１期） 集合研修（２期） 集合研修（３期） 

松江 4 月 7 日～5 月 15 日 5 月 17 日(水)～18 日(木） 6 月 6 日(火)～ 7 日(水） 7 月 4 日(火)～5 日(水） 

浜田 4 月 21 日～5 月 29 日 5 月 31 日(水)～6 月 1 日(木） 6 月 21 日(水)～22 日(木） 7 月 25 日(火)～26 日(水） 

・e ラーニングを終了していない場合、集合研修は受講できません。 

・e ラーニングの受講期間の延長はいかなる理由があっても認められませんので、必ず期間内に受講を終えるように計画的に取り組んで

ください。 
・進捗状況を事務局がチェックし、進捗状況によっては事務局から電話にて受講を促す事があります。 

・各講義の後に確認テストがあります。全問正解しなければ終了したことになりません。 
・受講決定通知にあわせて個別にパスワードを送付します。そのパスワードを使いｅラーニングを視聴します。2 人以上で視聴されても、

パスワードを入力した人のみの視聴となり他の方は未視聴（未受講）になるので、お気を付けください。 

・受講期間中は、e ラーニング動画を繰り返し何度でも視聴できます。 

 

 

 
問い合せ先 

社会福祉法人島根県社会福祉協議会 

福祉人材センター 担当：加藤・永島 

〒690-0011 松江市東津田町 1741-3 

いきいきプラザ島根 2 階 

℡0852-32-5975 Fax0852-32-5956 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.shimane-fjc.com/ 

 

 



【1】e ラーニング（24 時間程度） 

② 介護保険制度及び地域包括ケアシステムの現状（190 分程度） 

③ 対人個別援助技術及び地域援助技術（140 分程度） 

④ ケアマネジメントの実践における倫理（90 分程度） 

⑤ ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種協働の実践（90 分程度） 

⑥-1 ケアマネジメントの演習「リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例」（160 分程度） 

⑥-2 ケアマネジメントの演習「看取り等における看護サービスの活用に関する事例」（130 分程度） 

⑥-3 ケアマネジメントの演習「認知症に関する事例」（80 分程度） 

⑥-4 ケアマネジメントの演習「入退院時における医療との連携に関する事例」（140 分程度） 

⑥-5 ケアマネジメントの演習「家族への支援の視点が必要な事例」（110 分程度） 

⑥-6 ケアマネジメントの演習「社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例」（110 分程度） 

⑥-7 ケアマネジメントの演習「状態に応じた多様なサービスの活用に関する事例」（150 分程度） 

⑦ 個人での学習及び介護支援専門員相互間の学習（70 分程度） 

 

※各講義で使用したパワーポイントは印刷することができます。必要な方はご自身で印刷して使用してください。 

【2】集合研修（33 時間程度） 【1】の e ラーニングをすべて視聴していないと受講できません。 

① ケアマネジメントにおける実践の振り返り及び課題の設定Ⅰ（360 分） 

① ケアマネジメントにおける実践の振り返り及び課題の設定Ⅱ（360 分） 

⑥-1 ケアマネジメントの演習「リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例」（150 分程度） 

⑥-2 ケアマネジメントの演習「看取り等における看護サービスの活用に関する事例」（150 分程度） 

⑥-3 ケアマネジメントの演習「認知症に関する事例」（150 分程度） 

⑥-4 ケアマネジメントの演習「入退院時における医療との連携に関する事例」（150 分程度） 

⑥-5 ケアマネジメントの演習「家族への支援の視点が必要な事例」（150 分程度） 

⑥-6 ケアマネジメントの演習「社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例」（150 分程度） 

⑥-7 ケアマネジメントの演習「状態に応じた多様なサービスの活用に関する事例」（150 分程度） 

⑦ 個人での学習及び介護支援専門員相互間の学習（60 分） 

⑧ 研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作り（120 分） 

注 1）①②等の番号はテキストの章の番

号です。 

視聴の順序は問いませんので、どの講

義からでも始めることができます。 



 

３ 研修記録シート（学習の振り返り） 

e ラーニング視聴後には、テキストと一緒に送付した「研修記録シート（学習の振り返り）」の記入をしてください。 

☆各科目の見開きページ左側の研修記録シート 2（評価） 

「受講前」とは、e ラーニングを視聴する前のことです。また、e ラーニングがない科目は、集合研修の前のことです。 

「受講後」とは、集合研修終了後のことです。 

数字は必須、「備考」は任意で記入してください。 

☆各科目の見開きページ右側の研修記録シート 3（振り返り）「内容」は必ず記入してください。 

 

 

  

 

e ラーニングのデータを研修以外の目的で使用することを禁じます(SNS に掲載すること等を含む) 

ee 


